啓林館　爽解数学Ｂ(数Ｂ061-903)　観点一覧表
〔内容の取扱い〕
	観　点
	内　容

	内容の取扱いについて，内容を網羅するあるいは，内容を精選するなど，個に応じた学習への工夫があるか。
	・必要な内容に精選し，数学的思考が身に付き，主体的に取り組めるようにしています。
・応用的な内容は「研究」として，一律に学習する必要がない扱いにしています。
・効果的に学習ができるように，導入や展開の仕方，指導の順序に工夫をこらしています。

　例）・「数列」のp.10の等差数列，p.16の等比数列の導入場面では，それぞれの数列ができていくイメージを側注として添えてわかりやすくし，一般項の求め方も理解しやすいようにしています。
・「数列」のp.22～23の和の記号Σの導入では，段階を追って例を配置し，理解しやすい流れにしています。

・「数列」の漸化式の応用例では，節末問題に平面分割の題材を扱い，隣接三項間の漸化式については「研究（発展）」の扱いにして取捨選択しやすいようにしています。
・「確率分布と統計的な推測」の確率変数の和・積の期待値と和の分散では，具体的な例でその性質が成り立つことを説明して実感がもてるように工夫しています。
・「確率分布と統計的な推測」の仮説検定では，片側検定で話を展開し，その後に両側検定を使う動機を紹介することで，その違いを理解しやすい流れにしています。また，どちらの例題でも対立仮説と帰無仮説をそれぞれ冒頭で問うことで，仮説検定の流れを自然と身につけられるように工夫しています。
・「数学と社会生活」では，社会で数学が使われている例をいろいろな題材から取り上げ，題材ごとに独立した扱いにして，どこからでも学習できるようにしています。

	身近な内容が取り上げられ，生徒の興味や関心に対する配慮がなされているか。
	・各章扉では，生徒にとって身近な題材からその章を学習すると解決できる問題を提示し，興味・関心が持てるようにしています。
・章末では，「Math Adventure」として，章扉で問いかけた日常や社会の事象について，その章で学習した内容を用いて，生徒たちが解決していく様子を対話形式で取り上げています。
・「確率分布と統計的な推測」では，統計的な推測の部分の理解が難しいため，特に関心をもてる身近な題材を扱うように工夫しています。

	基礎力や応用力がつくように工夫されているか。
	・本文をより深く理解することを助けるために，これまでに学習したことから新しい考え方を見出していく課題を「考えてみよう」「調べてみよう」のコーナーとして興し，さらに，多くの例を取り上げて説明するように努めています。
（考えてみよう・調べてみようと例を合わせて，56題）

・知識の定着をはかるための例題（25題）を積極的に取り上げています。
・例題では必ず解答の前に考え方をおいて，解答における着眼点や指針がわかるようにしています。
・各節末問題では，応用力を身につけられるように，必ず1題は思考力・判断力・表現力を養えるような問題を取り上げています。

	特定の事項・事柄を強調しすぎず，バランスよく扱うよう配慮されているか。
	・指導内容は基礎的・基本的なものに重点をおき，次第に発展的なものへと展開するようにしています。
・単なる公式等の丸暗記にならないように，どうしてこうなるのかという部分が身につくような流れを心がけています。

	生徒の自主的・自発的学習を促す適切な工夫がなされているか。
	・これまでに学習したことから新しい考え方を見出していく課題を「考えてみよう」「調べてみよう」として興し，目的意識をもって取り組むことができるようにしています。
・本文の内容に関連した興味深い話題をColumnとして取り上げています。
例）・p.15「自然数の和，奇数の和」　　　　　　　　　　　　　・p.45「フィボナッチ数列」
・p.72「標準偏差で変わる正規分布曲線と変わらない面積」　 ・p.115「ルーローの多角形の利用」
・本文の内容の発展的な事柄を「研究(発展)」として取り上げ，生徒がさらに進んで数学を学ぶ楽しさが味わえるようにしています。さらに，章末のコーナーで探究的な学習につなげられるようにしています。
・節末問題，章末問題では，ＱＲコードから各問題のヒントと解答が見られるようになっていて，自学でも取り組むことができるようにしています。

	教科及び科目の目標を達するために必要な内容となっているか。
	・数学的なものの見方・考え方を伸ばし，その中から，創造的な思考力と本質的な数学の学力，そして論理的な思考力・判断力を身に付け，それを表現する力を付けることを目的に編集しています。
・基本的な数学の知識を理解し応用するだけでなく，その学習過程の中で，自ら主体的に「要するにこういうことなのだ」と悟り，さらに，「それではこの場合にはどうなるのか」と積極的に思考を発展させられるように工夫しています（p.35～37，44，p.71～75，p.106～107など）。


〔単元の構成・配列及び分量〕
	          観　点
	

	学習が効果的に進められるよう配慮されているか。
	・本文では今までに習った事項の部分に既習線を入れています。
・理解が難しい部分は具体例で説明してから一般的な説明に入るなど展開の仕方を工夫しています。
・図解や側注をできるだけ入れ，また効果的に色を使用することにより，思考の過程がわかるようにしています。

・問は基本的に直前の例や例題等に対応したものにしています。

・節末問題・章末問題から本文に飛ぶリンクをつけて，応用的な問題に取り組む際に振り返るべき内容がわかるようにしています。
・Math Adventure（課題学習）では，取り組みやすい題材を扱っています。

	
	・等差数列や等比数列の和を求める公式の導出では，まず具体例で求めてから一般に求める流れにして，イメージを持ちながら公式が導出できるようにしています。（p.13，19）
・確率変数の標準化を説明するところでは，正規分布に従う確率変数Xを，Z=aX+bと変換したときにZが標準正規分布に従うような定数a，bを求めさせることで，自ら標準化の公式を導出できるようにしています。（p.74）
・暗号については，理解しやすいシーザー暗号から始め，複雑なＲＳＡ暗号については，手順等を重複して掲載し，理解を助けるように工夫しています。（p.119～121）

	自主的・自発的学習ができるように構成されているか。
	・巻頭にこの教科書の学び方を掲載し，全体の流れや各要素の役割がわかるようにしています。また，既習線や，節末問題・章末問題から本文へのリンクを効果的に使用できるようにしています。（表2～p.3）

・数項目を１つの節にまとめ，節末に問題をおく構成にし，各節には1つの話題のまとまりがわかるように小見出しを入れています。
・「考えてみよう」「調べてみよう」では，これまでに学習した内容を踏まえて，新たな概念や考え方を学習できる流れとしていることから，主体的な学びができるようにしています。

	
	・自然数の和，2乗の和の公式について取り上げて説明した後，研究として3乗の和の公式を取り上げていることから，3乗の和の公式の導出に自然な流れで取り組めるようにしています。（p.24～27）
・標準正規分布の活用として，身長の題材を扱い，身近なところから自発的に問題を見つけ解決できるように工夫しています。（p.75）

・数学と社会生活では，各題材に更なる課題を提示し，それぞれの学習を自発的に深めたり広めたりできるようにしています。（p.106，108，110，113，116，119）

	相互に関連をもち，系統的・発展的に構成されているか。
	・標本調査では，中学での学習事項とのつながりを配慮し，流れを工夫しています。（p.79～80）
・標本平均の分布では，その性質を事実として紹介し，その際，大数の法則にふれ，このことが実感できるような具体例を扱うようにしています。（p.85）
・数学と社会生活では，個々の題材を他の科目との関連をふまえて扱っています。（p.104～121）

	教育課程における単位数に照らして分量が適切であるか。
	本文については１単位３０時間としても十分指導できるように内容を配分しています。

	基本的な事柄については，反復練習ができるように工夫されているか。
	・基本的な内容の理解と定着をはかり，総合的な応用力を養えるように，問題の配列を工夫しています。
・例，例題，応用例題のあとの「問」で学習内容の理解と定着をはかり，節末の「節末問題」や章末の「章末問題Ａ，Ｂ」で，総合的な応用力を養うことができるようにしています。

	内容の扱いが羅列的でなく，扱いや配列に配慮されているか。
	・説明は簡潔に要領よくまとめ，図解を多く入れ，色刷りを効果的に用いて，すっきりと見やすい紙面にしています。
・重要語句や重要事項が一目でわかるように工夫しています。（重要語句：太字，重要事項：枠囲み）


